
防災教育学習「くまもとマイタイムライン」見学者アンケート結果 

１ 見学者 

（１）行政、学校関係者、学校運営協議会委員 

  熊本県知事公室（危機管理防災課）、熊本県教育委員会（健康教育課）、人吉西小学校校長・    

防災主任、人吉第二中学校防災主任、くまがわ鉄道（株）取締役社長、人吉市城本町自治会長、

本校同窓会(陵和会)会長 

（２）自治体・警察署・消防署 

  人吉市役所（防災安全課、企画課）、錦町役場、あさぎり町役場、五木村役場、人吉警察署 

（３）報道機関 

  ＴＫＵテレビ熊本、ＫＡＢ熊本朝日放送、ＮＨＫ熊本、西日本新聞、読売新聞、人吉新聞 

 

２ アンケート結果 

（１）防災教育学習「くまもとマイタイムライン（防災行動計画）」の授業の感想。 

①良かったところ 

   ・マイタイムラインまでの経緯を丁寧にされていた。 

   ・各地域で考えさせられているところが、個人で迷う生徒にとっては良かった。 

   ・実際に地図でハザードを確認できていることは良かった。 

   ・地域ごとにグループをつくって、意見交換をしていたところ。 

・全クラスで取り組まれているところが良い。（授業準備が大変だったと思います。） 

   ・班編成も出身中学毎や近くに住む生徒同士とされていて、生徒も話が進めやすかったと思う。 

   ・理解しやすい指導であった。 

   ・みんな真剣に取り組んでいる。タイミングが良かったのか？ 

   ・先生が分かりやすく説明していて良かった。 

   ・段階を踏んで、丁寧に授業が進んでいた。 

   ・具体的学習指導がなされており、驚いた。家庭や地域にとっても活かされると思う。 

   ・１、２、３年生一斉に授業を行うのは、学校として連帯感がある。 

   ・生徒が真剣に取り組んでいるところ。 

   ・全クラスで取り組まれた点。 

   ・皆が興味を持って、自宅や友人宅のハザードマップを調べていたことは、生徒たちにとって  

貴重な経験になる。 

   ・生徒が地域防災を学ぶことで、発災時における行動などができる。対応能力、認知、初動、   

自助、共助を考えるきっかけになった。 

   ・先生の問いかけに対して、素直に思ったこと、１年前に感じたことを応えていて、子どもたち

の気持ちが分かりやすかった。 

   ・クラスによって、学習の方法が違うように思えましたが、色々な取り組みが見られて良かった。 

   ・ハザードマップをスマホで活用して調べる方法は良い（若年層）。高齢者は冊子で行っている。 

   ・チャートを大きく見やすいものを準備していた。 

   ・昨年の７月豪雨の経験を踏まえながら、タイムラインについて考えていた点。 

 

 



②生徒の様子 

   ・スマートフォンをより良く活用し、考えを伝え合っている姿が良かった。 

   ・まじめにマイタイムラインを作成していた。 

   ・発表内容が適確で良かった。 

   ・とても真剣に取り組んでいて、昨年の災害を経験したことで、自分事としている様子だった。 

   ・皆さん真剣に取り組まれていて、大変良かった。 

   ・実際、災害を経験しているので、積極的だった。 

   ・とても良い雰囲気の中で、身近なことを真剣に取り組んでいて良かった。 

   ・良く取り組んでいた。外部の目があったのかまじめであった。 

   ・挨拶が良く、前向きに取り組んでいた点。 

   ・楽しみながら学ぶことができ、防災についてより考えるきっかけになった様子だった。 

   ・昨年の災害を受けていたこともあり、特に３年生はしっかり考え理解しようとしていた。 

   ・積極的に感じた。 

   ・グループで話し合いながらマイタイムラインを作成。 

   ・実際に体験したことを思い出し、真剣に考えていた。 

  

（２）今後の防災教育をさらに良くするためのアイデアについて 

・さらに、自分の事として行動するための具体的な手立てがあるといいと思った。 

   ・せっかくの取組なので、生徒達に授業の感想や考えたことを発表させると、他の生徒の学びを

共有できたのではと思った。 

   ・前もって行動することが一番ですが、遅れた時の行動も必要では？ 

   ・ぜひ家族と一緒につくったものを発表したら良い。 

   ・長期予報の段階で、心づもりや準備、そして、実際の時の行動計画は大変良いと思った。 

   ・後は、自らが兄弟、両親にどう普及させられるか。 

   ・生徒の家族も一緒になって防災に取り組むことが必要だと思うので、そういった取り組み  

（まずは、たよりを出すなど）を行うと良い。 

   ・防災計画に基づいて学ぶことは必要だが、災害は状況により変化するため、どこにいても自分

が何をするべきかを自分たちで考える事を考えさせる。（災害は場所と時をわきまえず） 

   ・地域の人たちと一緒に取り組む避難訓練。 

   ・防災は想像力が重要。考えさせる教育が良い。 

   ・様々な場所からの避難について考える機会が増えると良い。 

 

（３）その他、気付かれたところ 

   ・豪雨災害を経験したため、身近なこととして考えられて良かった。 

   ・どのクラスも先生との関係も微笑ましく良かった。 

   ・これからは子供、生徒に大人が指導されることがあるかも。 

   ・今はスマホも授業で使用するとは思わなかった。 

   ・楽しそうに授業を受けていた。多少ふざけた感もありましたが、大変良い授業だと思った。 

   ・勉強になりました。ありがとうございました。 

 


